実技課題
実技課題
3次元CAD基本
　「3次元CADによる「小型バイス」モデリング」
	１　作業時間

　　

120分　（休憩時間を除く）

２　配付資料

①　課題説明（本紙）


1枚

②　課題図
　　　　　　　　　　　　　　　 1枚

３　課題作成、提出方法

作成した部品モデルのデータは、指定された保存先に保存すること。



	問　題


課題図を参考に全ての部品モデルを作成しなさい。

尚、ファイル名は次のとおりとする。
出席番号_部品番号_部品名.sldprt　例）10_1_口金.sldprt
以下の注意事項をよく読み、配付された課題図から「3次元CADによる「小型バイス」モデリング」の形状や機能をよく理解してから、作図すること。

	注意事項


（1） 「寸法公差」や「はめあい」指示のある寸法は、基準寸法の値で部品モデルを作成すること。
（2） 資料、電卓持込可。

（3） 各課題部品図の注意事項は、以下による。

　　　　①　部品番号１（口金）
· 「下穴径」は呼び寸法の８０％の値とする。
· 「下穴深さ」は任意の値とする。
　　　　②　部品番号３（駆動台左）
· 「M8×1-LH」は、LHの形状を部品モデルで表現することはできないので、図面上の表現のみとする。
③　部品番号６（握り棒）
· 穴形状の寸法は、干渉しない程度の大きさで作成すること。
④　部品番号４（駆動軸）、部品番号５（ベース）

· アセンブリを行った際に２つの部品は干渉するが、課題図の形状のままモデリングすること。
課題図
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